
２ 大学 

（１） 表４に示すとおり、令和４年３月の卒業者総数は3,410人で、前年より176人増加している。 

就職者総数は2,369人で、前年より105人増加している。そのうち県内に就職した者は778人で、

前年より49人増加している。就職者総数に対する県内就職率は32.8％で、前年より0.6ポイント上

昇している。 

県内就職率を学部別でみると、家政学部が62.5％で最も高く、前年より1.8ポイント上昇してい

る。 

他の学部についてみると、教育学部は62.2％（同5.8ポイント上昇）、看護学部は54.5％（同6.0

ポイント上昇）、文学部は53.4％（前年に比べ6.4ポイント低下）、医学部は53.3％（同1.9 ポイン

ト上昇）、工学部は30.0％（同1.3ポイント上昇）及び商経学部は21.8％（同0.3ポイント上昇)と

なっている。 

県外就職者は４ページの表３に示すとおり、1,591人で、前年より56人増加している。県外就職の

状況を就職先地方別でみると、関東613人（構成比38.5％)、九州・沖縄510人（同32.1％）、近畿

171人（同10.7％）、中国79人（同5.0％）、中部60人（同3.8％）の順となっている。 

進学者総数は305人で、前年より19人増加している。そのうち県内に進学した者は204人で、前

年より22人増加している。県内進学率は66.9％で、前年より3.3ポイント上昇している。 

 



 

（２） 令和４年３月卒業者のうち、就職者の産業別就職状況をみると、図４に示すとおり、医療,福祉が

396人（16.7％、前年に比べて0.9ポイント低下）と最も多く、次いで卸売,小売業が259人

（10.9％、同2.0ポイント低下）、製造業と情報通信業が同じく244人（10.3％、製造業は同0.1ポイ

ント低下、情報通信業は2.3ポイント上昇）の順となっている。 

県内就職者を産業別でみると、図５に示すとおり、医療，福祉が226人（29.0％、前年に比べ0.6

ポイント上昇）で最も多く、次いで教育,学習支援99人（12.7％、同1.0ポイント低下）、卸売,小売

業86人（11.1％、同0.7ポイント低下）、公務83人（10.7％、同1.0ポイント低下）の順となってい

る。 

 
 

 

 
 
 
 


